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都城市教育委員会

エージェンシーによる学びの未来
〜主体性・デジタル・⽣成AIが織りなす新しい教育〜
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本日の内容

１ 「エージェンシー」育成について
〇 エージェンシーの概念と重要性
〇 ⼦ども⾃ら学習計画を⽴て実⾏する授業

２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
〇 GIGAスクール構想とデジタル技術の活⽤
〇 指導者のスキル格差解消に向けた研修
〇 ⽣成AIパイロット校事業の取組

３ エージェンシーを育む教育環境づくり
〇 ⼼理的安全性の確保
〇 誰一人取り残されない学びの保障
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１ 「エージェンシー」育成について
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１ 「エージェンシー」育成について

OECD（学びのコンパス２０３０）

「変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力」
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これまでの「主体性」
与えられた課題（レール）に対して、
真面目に自ら進んで取り組む力

これからの「エージェンシー」
課題（レール）がなくても自分で目的地を
定め、失敗を恐れずに挑戦する姿

指導のゴールをもう一段階、未来に向けて引き上げる挑戦！
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ICT端末
の活用

ICT端末
の活用

１ 「エージェンシー」育成について
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
GIGAスクール構想は「２期目」へ

丸野小２年

端末の文房具化志和池小６年

個別・ペア・グループ、
多様な学習形態

教師は支援者
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤

「アナログ」
or

「デジタル」
の二項対立ではない。

選択肢の中から「目的に応じた活用」

目的達成のための「選択」
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個別最適な学び×AIツール「Qubena」＝基礎学力向上

２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤

R7 月間平均解答数【児童生徒1人あたりの解答数（問）】

※（参考）R6年度状況 ※R7年度状況
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都城市平均全国平均
２４０．３問／月１９９．９問／月
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県平均
との差

正答数
キュビナ
活用率

学校名

＋0.26.584％A中

＋0.66.970％B中

＋1.07.369％C中

県平均
との差

正答数
キュビナ
活用率

学校名

ー1.15.246％D中

ー1.05.342％E中

ー0.75.638％F中

キュビナ活用率×正答数（R7全国学調）
□キュビナ活用率6５％以上 ■キュビナ活用率５0％以下

中

※キュビナ活用率は、令和6年度５～２月の平均WAU率 （WAU率・・・週に１回以上使用した割合）

※正答数は数学を示す

中学校において、活用率65％以上の学校は、正答数が県平均を
上回っており、活用率50％以下の学校は、正答数が県平均を下
回っている。

２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
一方で、職員室のリアル

スキル格差の広がり

・よく活用している先生とそうでない先生との個人差がある。
・新しい機能が次々とアップデートされるので、ついていくのが必死。
・授業でどのように活用すればよいか分からない職員がいる。

ICTスキルの属人化

・一部の職員の活用にとどまっている。
・ICTに長けた職員がOJTでミニ研修を定期的に実施している。
・詳しい職員が異動し、活用が進んでいない。
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
スキルに応じた研修

管理職向け：教頭研修（4月）学校CIO研修（５月）

ビギナー向け：Googleコア研修（夏季休業中）

上級者向け：Google応用研修（夏季休業中）
生成ＡＩ研修（１月） 10
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
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２ デジタル技術と⽣成AIの教育利⽤
生成AIを児童生徒が活用 【志和池小学校６年生】

６月１９日（金）MRT CHECK にて放送 12
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３ エージェンシーを育む教育環境づくり
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学校

市⽴図書館

地区公⺠館
たまり場エリア

各総合支所
図書室

スプリング教室

⺠間の
フリースクール等１人１台端末

AIドリル

R3総合教育
会議にて議論

オンライン授業⻘空ラボ オンライン支援

３ エージェンシーを育む教育環境づくり
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都城市⽴あやめ野中学校
（学びの多様化学校） SSR

（スペシャルサポートルーム）

学びの場の選択肢を増やし、「誰一人取り残されない学びの保障」
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